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防潮林の再生のために造成された生育基盤の硬さと植栽木の生育状況

１　
は
じ
め
に

　

岩
手
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
津
波
に

よ
り
被
災
し
た
防
潮
林
の
再
生
を
防
災
林

造
成
事
業
等
で
進
め
て
お
り
、
再
生
地
区

18
地
区
の
う
ち
12
地
区
で
植
栽
が
完
了
し

て
い
ま
す
。
残
る
６
地
区
も
造
成
工
事
や

植
栽
工
事
を
進
め
て
お
り
、
令
和
２
年
度

ま
で
に
全
地
区
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

防
潮
林
の
再
生
に
お
い
て
は
、
津
波
に

よ
り
根
か
ら
丸
ご
と
倒
さ
れ
た
木
が
多
数

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
根
が
地
中
深
く
ま
で

張
れ
る
よ
う
、
盛
土
を
中
心
と
し
た
生
育

基
盤
造
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
建
設
工
事
に
お
け
る
盛
土
で

は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
バ
ッ
ク
ホ
ウ
と

い
っ
た
重
機
を
用
い
て
、
30
㎝
の
厚
さ
で

重
機
走
行
に
よ
り
締
固
め
る
作
業
を
繰
返

し
、
施
工
後
に
沈
下
が
発
生
し
な
い
よ
う

施
工
し
ま
す
が
、
生
育
基
盤
造
成
に
お
い

て
は
、
締
固
め
を
行
っ
て
し
ま
う
と
植
栽

し
た
木
の
根
の
成
長
を
妨
げ
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
締
固
め
ず
に
盛
土
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、締
固
め
を
行
わ
な
い
よ
う
、バ
ッ

ク
ホ
ウ
を
使
用
し
、
盛
土
上
の
走
行
を
最

小
限
と
し
て
造
成
さ
れ
た
生
育
基
盤
（
写

真
１
）
の
硬
さ
と
、
生
育
基
盤
に
植
栽
さ

れ
た
ク
ロ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
（
以
下
、
植

栽
木
）
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た

の
で
報
告
し
ま
す
。

２　
調
査
地
の
概
要

　

調
査
は
九
戸
郡
野
田
村
の
前
浜
地
区
で

行
い
ま
し
た
。
前
浜
地
区
は
平
成
23
年
東

日
本
大
震
災
津
波
に
よ
り
延
長
１
３
５
０

ｍ
の
防
潮
堤
が
破
損
・
倒
壊
し
た
ほ
か
、

背
後
に
あ
っ
た
防
潮
林
も
ほ
と
ん
ど
が
流

出
す
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
防
潮
堤
の

復
旧
は
平
成
30
年
６
月
に
完
了
し
、
防
潮

林
の
再
生
は
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

当
地
区
の
生
育
基
盤
造
成
に
使
用
さ
れ

て
い
る
盛
土
材
料
は
、
工
事
コ
ス
ト
の
縮

減
の
た
め
、
近
隣
の
道
路
工
事
や
河
川
工

事
で
発
生
し
た
余
剰
土
砂
を
有
効
活
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
様
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

３　
調
査
方
法

　

平
成
28
年
秋
か
ら
平
成
29
年
春
に
生
育

基
盤
を
造
成
し
た
２
区
画
（
区
画
Ａ
、
区

画
Ｐ
）
内
の
各
３
点
で
、
Ｓ
Ｈ
型
貫
入
試

験
機
に
よ
り
土
壌
の
締
固
ま
り
状
態
（
硬

さ
）
を
調
査
（
以
下
、
貫
入
試
験
）
し
、

固
結
層
（
多
く
の
根
が
進
入
困
難
あ
る
い

は
根
系
発
達
が
悪
く
な
る
と
さ
れ
る
状

態
）（
表
１
）
の
有
無
に
つ
い
て
判
断
し

ま
し
た
。
ま
た
、
貫
入
試
験
を
行
っ
た
周

囲
で
平
成
29
年
11
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
植
栽
さ
れ
た
植
栽
木
の
根
元
の
直

径
、
樹
高
並
び
に
健
全
度
（
健
全
、
変
色

等
、
枯
死
）
に
つ
い
て
、
各
測
点
で
約
50

本
測
定
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
植
栽
直
後
の
平
成
29
年
11
月
、

平
成
30
年
11
月
、
令
和
元
年
６
月
の
計
３

回
行
い
ま
し
た
。

４　
結
果

⑴
貫
入
試
験

　

植
栽
時
点
の
平
成
29
年
11
月
の
測
定
で

は
全
体
的
に
柔
ら
か
い
状
況
で
、
区
画
Ｐ

の
１
点
で
の
み
表
層
か
ら
８
㎝
の
深
さ
で

固
結
層
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
令
和
元

年
６
月
の
測
定
で
は
、
区
画
Ａ
に
お
い
て

は
計
測
し
た
３
点
す
べ
て
で
、
区
画
Ｐ
に

お
い
て
は
３
点
中
１
点
で
、
表
層
か
ら
３

〜
15
㎝
の
深
さ
で
固
結
層
が
確
認
さ
れ
、

全
体
的
に
締
固
ま
る
傾
向
を
示
し
ま
し
た

（
表
２
、
図
１
）。

　

一
方
、
施
工
後
約
２
年
が
経
過
し
、
締

固
ま
る
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、
根
の
成
長

を
阻
害
し
な
い
良
好
な
（
柔
ら
か
い
）
状

態
が
保
た
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
重
機

走
行
を
最
小
限
と
し
て
造
成
し
た
効
果
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

写真１　前浜地区調査地（区画Ｐ）の全景

表１　固結層の判断基準

Ｓ値※
 （cm/drop） 層の厚さ

0.7以下 5cm以上連続

1.0～1.5 10cm以上連続

※ ＳＨ型貫入試験で得られた値を、
長谷川式土壌貫入計のＳ値に換算
し判定。Ｓ値は、高いと土壌が柔
らかく、低いと硬いことを表す。

 ㈶日本緑化センター「植栽基盤整備整備技術
マニュアル」より作成

防
潮
林
の
再
生
の
た
め
に
造
成
さ
れ
た

 
生
育
基
盤
の
硬
さ
と
植
栽
木
の
生
育
状
況

調査地（区画Ｐ）
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⑵
生
育
状
況

　

植
栽
木
の
生
存
率
は
固
結
層
の
出
現
し

た
深
さ
で
異
な
り
、
固
結
層
の
出
現
し
た

深
さ
が
盛
土
表
面
か
ら
３
〜
15
㎝
の
箇
所

で
は
47
〜
59
％
、
固
結
層
の
出
現
し
た
深

さ
が
30
㎝
以
上
の
箇
所
で
は
68
％
以
上
と

な
り
ま
し
た
（
図
２
）。

　

ま
た
、樹
高
及
び
根
元
径
の
成
長
率
は
、

盛
土
材
料
や
植
栽
時
期
に
よ
り
異
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
同
一
盛
土
材
料
で
同

一
時
期
に
植
栽
さ
れ
た
Ｐ
区
画
で
は
固
結

層
の
出
現
が
深
い
ほ
う
が
樹
高
・
根
元
径

と
も
に
大
き
く
な
る
傾
向
を
示
し
ま
し
た

（
図
３
）。

５　
お
わ
り
に

　

締
固
め
を
行
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
造
成

さ
れ
た
生
育
基
盤
に
お
い
て
、
11
月
に
植

栽
さ
れ
た
植
栽
木
の
約
２
年
半
経
過
後
の

生
育
状
況
と
生
育
基
盤
の
硬
さ
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
時
間
の
経
過
に
伴
い
生
育
基

盤
内
に
固
結
層
が
形
成
さ
れ
る
部
分
も
あ

り
、
そ
の
出
現
深
さ
が
盛
土
の
表
面
か
ら

３
〜
15
㎝
の
場
合
、
植
栽
木
の
生
存
率
、

成
長
率
は
と
も
に
低
く
、
30
㎝
以
上
に
な

る
と
そ
れ
ら
へ
の
影
響
は
少
な
く
な
る
傾

向
を
示
し
ま
し
た
。

　

植
栽
木
の
生
育
へ
の
影
響
は
こ
の
ほ
か

盛
土
材
料
や
植
栽
時
期
の
違
い
も
関
係
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
結
果
か

ら
、
生
育
基
盤
造
成
後
、
生
育
基
盤
が
柔
ら

か
い
う
ち
に
植
栽
す
る
こ
と
が
健
全
な
植

栽
木
の
生
育
に
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
植
栽
時
期
の
違
い
や
他
区
画
の

固
結
層
の
出
現
状
況
及
び
生
育
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
、
防
潮
林
を
確
実
に
再
生
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー　
研
究
部

村
上　
尚
徳
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防潮林の再生のために造成された生育基盤の硬さと植栽木の生育状況

表２　区画（測点）別の固結層の出現深さ

区画 測点
固結層出現深さ
（cm）

Ｈ29.11調査 R1.6調査

A
A-1 88.3 4.0
A-2 100.2 14.6
A-3 46.1 3.3

P
P-1 8.6 11.0
P-2 178.8 30.5
P-3 142.5 68.3

図２　測点別の植栽木の生存率

図３　測点別の植栽木の樹高及び根元径の成長率（平均）

※成長率 ＝ 
R1.6の測定値－H30.11の測定値

　　　　　H30.11の測定値

図１　貫入試験結果（左図Ａ-１、右図Ｐ-３）
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